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まえがき 
 

一般社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及

び利用者の参加を得て、各種の電波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な要

件を「標準規格」として策定している。 

「技術資料」は、国が定める技術基準と民間の任意基準を取りまとめて策定される標準規格を踏

まえて、無線設備、放送設備の適性品質、互換性の確保等を図るため、当該設備に関する測定法、

解説、運用上の留意事項等を具体的に定めたものであり、策定段階における公正性及び透明性を確

保するため、内外無差別に広く無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及

び利用者の利害関係者の参加を得た当会の規格会議の総意により策定されたものである。 

 
本技術資料は、デジタルテレビジョン放送における番組交換フォーマットについて策定されたも

のである。放送機器は様々な分野で IT 技術を応用した進化を遂げており、その進化によって、放

送素材を従来のストリームとしてではなく、ファイルとして取り扱うことが、より現実的なものと

して捉えられるようになってきた。 

例えば、ポストプロダクション分野ではノンリニア編集システムに代表されるような映像／音声

をファイルとして処理する機器が、送出分野ではサーバベースによる送出機器が、収録分野では映

像音声をファイル化しメモリ等に収録する機器が、それぞれ一般化してきている。放送素材の伝送

交換においても、大容量の専用線に頼らず、IP 網などの汎用ネットワークを介したファイル伝送に

より交換を行う試行的な試みが増えてきている。 

このような状況下、放送局間の番組交換をファイルベースで可能とするためのファイルフォーマ

ットの標準化へのニーズが高まり、本技術資料が策定された。 

 
本技術資料が、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及び利用者に積

極的に活用されることを希望する。 
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